
本ガイドは、www.lexis.comを利用した検索の

流れをご説明します。ログインからソースの選択、

ドキュメントの検索、検索結果の出力までの簡単

な手順をご紹介します。Shepard’s® Citations 
Serviceの利用方法、LexisNexis® Alertを利

用した検索結果の自動更新方法などもご確認く

ださい。

• 主な内容：

• ソースの選択  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3～4

• 特定のドキュメントの検索  . . . . . . . . . . . . . 5～6

• Shepardize®機能による判例や法令の分析 . . 6～7

• さまざまな検索式の作成 .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 8 ～9

• 検索条件フォームの入力 .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  9～ 10

• 検索結果の確認 .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  11～ 12

• 検索結果の絞り込み .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 12～ 13

• 検索結果の更新 .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . 13～ 15

• 検索結果の出力 .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .15
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lexis.com®メイン画面からの操作
A 階層化されたソースディレクトリから選択
B Get a Documentでの一本釣り検索
C Shepard’ s Citations Serviceでの芋づる式検
索

D LexisNexis®の関連製品・サービスへのアクセス

E 検索履歴から検索を再実行、または中断した検索
を再開

F 保存したAlertや結果を参照
G 最近利用した20ソースを参照して選択
H 各種検索メニューをメイン画面からダイレクトに
実行

I 簡易検索メニューでソースを簡単に選択
J 特定の法律分野から関連する判例の注釈などを検
索

K 業務分野別ページにアクセス

ログイン
1. インターネットに接続し、www.lexis.comにアクセスします。
2. ログイン画面（以下参照）で、“ID” 欄にLexisNexis® IDまたはカスタム IDを入力します。
3. “Password” 欄にパスワードを入力します。
4. “Sign In” をクリックします。

A 製品や特長の紹介をはじめ、LexisNexisから
の最新情報をご覧ください。

B ここにチェックを入れておけば、ご利用のパソ
コンにログイン情報が記憶されますので、次回
から入力の必要はありません。

C パスワードを変更します。

ソースの選択
多彩なデータベースから、特定のソースを
選択して検索できます。

サブタブをカスタマイズして、 
特定の業務分野・管轄のコンテンツを
最前面に表示

lexis.comのメイン画面には検索用のサブ
タブを（合計 18タブまで）追加すること
ができます。業務分野、管轄、そして専
門検索タブ（“By Topic or Headnote”、
“By Guided Search Form”、“By Dot 
Command”）から選択してください。

よく使うソースやタスクのサブタブを追加
するには、以下の手順を実行します。

1. サブタブバーの一番右にある “+Add/
Edit Subtabs” をクリックします。

2. 該当するチェックボックスをクリック
して指定します。

3. “Next” ボタンをクリックします。
4. サブタブをカスタマイズし、デフォル
ト設定や順番を変更するには、サブ
タブ名を反転させた状態で “Set as 
Default”、“Move Up” または “Move 
Down” をクリックし、“Set” ボタン
をクリックしてください。

最近利用したソース

lexis.comには最近利用したソースが最
大20件保存されています。画面右側にあ
る “Recently Used Sources” セクシ
ョンのプルダウンリストをクリックすれば、
最近利用した20件のソースが表示されま
す。

このリストにあるソースを保存・削除する
には、“Edit Sources” リンクをクリッ
クして、以下の手順を実行します。

• ソースをリスト上に保存するには、ソー
ス名の横にあるチェックボックスをクリ
ックしてから、“Set” ボタンをクリッ
クします。

• ソースをリストから削除するには、ソー
ス名の横にある “Delete” リンクをク
リックしてからポップアップボックスの
“OK” ボタンをクリックし、“Set” ボタ
ンをクリックします。

ソースの検索

キーワードでソースを検索
1. 画面右側の “Quick Tools” セクションにある検索ボックスに、ソース名の一部ま
たは全部（例：New York Times）またはキーワード（例：oil spill）を入力します。

2. “Find a Source” ボタンをクリックします。
3. 検索結果が、関連性の高いソースから順に表示されます。
4. 検索したいソースをクリックします（複数ソースを選択するには、該当するチェック
ボックスをクリックしてから “Combine Sources” ボタンをクリックします）。

ヒント：
“Search” タブのプルダウンメニュー、ま
たは “Search” タブの下にある “Find a 
Source” サブタブの “Option 1” で検索す
ることもできます（下の画面を参照）。

A

C

B

アルファベット順のリストからソースを検索
1. “Search” タブの下にある “Find a Source” サブタブ、または画面右側の “Quick 

Tools” セクションにある “Find a Source” ボタンをクリックします。
2. “Option 2：Browse Alphabetically” の下に表示されたアルファベットをクリ
ックします（上の画面を参照）。

3. 指定したアルファベットで始まるソースの一覧が表示されます。
4. 検索したいソースをクリックします。

ソースディレクトリからソースを検索
1. デフォルトの検索サブタブ（Legal、News & Business、Public Records）ま
たは自分で追加したサブタブ（例：Labor & Employment）のいずれかを選択しま
す（左記の「サブタブをカスタマイズして、特定の業務分野・管轄のコンテンツを
最前面に表示」を参照）。

2. ソースの分類（例：Find Statutes & Regulations）をクリックします。

3. 検索したいソース（例：State Codes、Constitutions、Court Rules & ALS、Com-
binedなど）をクリックします。

ヒント：
複数のソースを選択するには、ソース名の横にあるチェックボックスをクリックし（複
数のメニューページからソースを選択することもできます）、“Combine Sources”
ボタンをクリックします。こうして組み合わせたソースセットは “Recently Used 
Sources” のリストに保存され、次回以降も利用できます。

ソースディレクトリの階層をクリックしていくと、検索パスが生成され、画面の左上に
表示されます。一つ前の階層に戻るには、該当する階層名をクリックしてください。
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業務分野／管轄別ソース一覧

lexis.comでは、特定の業務分野や管轄に
関連するコンテンツやツールを 1ページに
まとめて表示することができます。

特定のプラクティスエリアに関するソース
を検索：
1. “Search” タブを選択します。
2. “Legal” タブを選択します。
3. “Area of Law – By Topic” リンク
をクリックします。

4. 会計や労災補償など60の業務分野か
ら選択し、関連するソースを表示します。

特定の管轄に関するソースを検索：
1. “Search” タブを選択します。
2. “Legal” タブを選択します。
3. “States Legal – U.S.” リンクをクリ
ックします。

4. 56の管轄（米国50州、コロンビア特
別区、グアム、北マリアナ諸島、プエ
ルトリコ、バージン諸島、属州）から
選択し、関連するソースを表示します。

お好みに合わせてカスタマイズ 
環境設定

lexis.comの検索環境は、個人のリサーチ要件に合わせたカスタマイズが可能です。

Preferenceオプションでは、以下を設定することができます。

A 開始位置
B Natural Language検索オプション
C 検索編集オプション
D FOCUS ™バー、ツールバー、ナビゲーションフレーム、ページレイアウト、目次等
に関する検索結果の表示オプション

E 検索履歴オプション
F Shepard’ sの表示・ドキュメント出力

こうした設定を変更するには、次の手順を実行してください。

1. 画面右上にある “Preferences” リンクをクリックして、“Preferences” 画面を
表示します

2. “General” サブタブ、または “Shepard’s” サブタブを選択します
3. 該当するチェックボックスをクリックしてプルダウンリストから選択します
4. “Set” ボタンをクリックします

ヒント：
lexis.comのメイン画面に“Search”サブタブを追加することもできます（3ページの「サ
ブタブをカスタマイズして、特定の業務分野・管轄のコンテンツを最前面に表示」を参照）。

よく使われる検索機能
lexis.comのメイン画面から、よく使われる検索機能を直接実行することができます。

特定のドキュメントを検索

“Get a Document” で判例集、米国（連邦・州）の法令、判決、ローレビュー論文などの全文をサイテーション、当事者名、ド
ケット番号で検索できます。

サイテーションで検索
判例、法令、ローレビュー、論文などの全文を検索する際、サイテーションが分かれば以下
の手順を実行します。
1. “Quick Tools” 検索ボックスに、サイテーション（例：800 f2d 111）を入力します。
2. “Get a Doc” ボタンをクリックします。

ヒント：
“Get a Document” タブの次に “By Citation” サブタブを選択することもできます。

“By Citation” サブタブでは、入力形式が分からない場合に “Citation Formats” リンクをクリックすれば、出版媒体名を入れ
るだけでも検索できます。媒体名のアルファベット順一覧を参照することもできます。

当事者名で検索
判例、ドケット、弁論趣意書などの全文を検索
する際、片方だけでも当事者名が分かれば以下の
手順を実行します。

1. （“Search” タ ブ の 横 に あ る ）“Get a 
Document” タブでドロップダウンメニュー
をクリックします。

2. “By Party Name” を選択します。
3. “Case Law”、“Federal Dockets”、“Briefs, 

Motions, Pleadings & Verdicts” のいず
れかを選択します。

4. 当事者名（例：mcneil and economics lab-
oratory）をボックスに入力します。

5. 管轄（例：US Courts of Appeals）、裁判所（例：
7th Circui）、またはソースを選択します（必
要に応じて期間を指定）。

6. “Search” ボタンをクリックします。

ドケット番号で検索
判例、ドケット、弁論趣意書などの全文を検索
する際、ドケット番号が分かれば以下の手順を実
行します。

1. （“Search” タブの横にある）“Get a Document” タブでドロップダウンメニューをクリックします。
2. “By Docket Number” を選択します。
3. “Case Law” または “Federal Dockets” を選択します。
4. ドケット番号（例：85-1332）を入力します。

5. 管轄（例：US Courts of Appeals）、裁判所（例：7th Circuit）for example）、またはソースを選択します（必要に応じて期間を指定）。
6. “Search” ボタンをクリックします。
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Shepardize®機能を利用した引用分析

その判例は本当に信頼できますか？Shepard’ s®サイテーションサービスを利用すれば、判例や法令の引用履歴や評価を広く参照し、
その有効性を検証することができます。
対象となる判例・法令： 
• 連邦判例
• 全50州、コロンビア特別区、プエルトリコの判例
• 合衆国法律集の条項、ならびに全50州とコロンビア特別区の制定法 
• 連邦規則集をはじめとする各種規則
• 連邦および各州の制定法の条項 
• 連邦証拠規則および連邦民事訴訟規則をはじめとする裁判所規則
• 厳選された出版物のローレビュー
• 個々の米国特許

Shepard’sサイテーションサービスでは、引用先の判例や論文、法令も参照できます。

Quick Toolsを利用した単一ドキュメントの引用分析
1. “Quick Tools” ボックスにサイテーション（例：800 f2d 111）を入力します。

2. “Shepardize®” ボタンをクリックします。

ヒント： “Shepard’s®” タブも選択できます。

Get & Printを利用した複数ドキュメントの引用分析
1. “Shepard’s” タブでドロップダウンメニューをクリックします。
2. “Get & Print” リンクをクリックします。
3. サイテーションを入力します。
4. ドキュメントの種類（Shepard’sレポート）と出力先（ブラウザ、プリンター、ダウンロード、eメール）を指定します。 
5. “Get” ボタンをクリックします。

Shepard’s Signal ™
Shepard’s Signalは判例や法令の評価状況が一目で分かる記号です。Shepard’ sレポートでこの凡例を参照するには、レポートの左下隅
にある “Legend” リンクをクリックしてください。

警告̶否定的な評価
その判例・法令が、非常に否定的な評価（例：却下される、覆される等）を受けていることを示しています。

疑問視̶引用先で有効性を疑問視
司法・立法上の変更といった事情が介在するために、その判例や法令に今後も先例としての効力があるかどうかが疑問視されてい
ることを示しています。

注意̶否定的な評価の可能性
その判例・法令が、かなり否定的な評価（例：制限される、批判される等）を受けた可能性があることを示しています。

肯定的な評価
その判例・法令が、肯定的な評価（例：支持される、踏襲される等）を受けていることを示しています。

引用および中立的な分析
その判例・法令が、肯定的でも否定的でもない評価を受けていることを示しています。

引用情報あり
その判例・法令の引用関係は参照できますが、引用履歴や評価は参照できないことを示しています。（例：引用先がローレビューの
場合等）

警告：否定的な評価を受けた法令
（対象となる条項が違憲・無効であるといった）非常に否定的な評価が引用先にみられることを示しています。

Shepard’sレポートの見方
A 各判例には、Shepard’s SignalTMとい
う分析記号が付与されています。赤い
シグナルは、この判決が後の判例で非
常に否定的な評価を受けていることを
表します。

B Shepard’s Summaryはレポートの
内容を要約し、この判例・法令に当該
Shepard’ s Signalが付与された理由
を示しています。

C LexisNexis headnoteの引用履歴を
確認してみましょう。“HN16 (61)” は
当該判例のHeadnote 16が他の判例
で61回引用されたことを示しています。
ここをクリックすれば、最初の引用先
に直接リンクします。

D ローレビューや法令、論文、裁判資料
などの重要な引用先にリンクします。

E サイテーションをクリックすれば、
Shepardize機能で引用分析したドキ
ュメントの全文が表示されます。

F 評価を示すフレーズ（“Followed by”
等）をクリックすれば、その詳細な定
義が確認できます。なお、下のナビゲ
ーションバーにある “Legend” リン
クをクリックすれば、定義一覧が参照
できます。

G 特定のページ番号をクリックすれば、
参照先の該当ページにリンクします。
そこでheadnote番号をクリックすれ
ば、そのheadnoteを取り上げた先判
例の該当箇所が参照できます。

H Shepard’s  Table of Authorities
（TOA）は、当該判例が引用した文献
を一覧表示します。Shepard’s Signal
が付記されるため、他の裁判所で受け
た評価も確認できます。

I ここをクリックすれば、引用先のShep-
ard’s  Signal、 ペ ー ジ 番 号、
headnoteを表示／非表示にします。

J ここをクリックすれば、 レポート
をカスタマイズできます。評価や
headnote、レポート、管轄、日付等
の条件で絞り込み、参照先の法令や事
例のポイントを確認しましょう。

K プルダウンリストから評価、管轄、
LexisNexis headnoteを選択して進
んでください。

C
D
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「真の」肯定的な評価記号があるのはShepard’sだけ
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一般的な検索
基本的なポイント：
• 語（ワード）とは、スペースで区切られた一続きの文字や数字のことです。（例：contract、$1,234）

• 単数形、複数形、所有格も自動的に検索します。（複数形や所有格がs、‘s、es、iesで終わる場合）

• 一般的な同義語の一部も検索します。（例：calと指定すればCalifやCaliforniaも検索）
• ハイフンは 1スペースとみなします。
• サイテーションで使用するセクション記号は@で代用できます。（例：Section 305 = @ 305または@305）

検索方式

Terms and Connectorsを利用
Terms and Connectors検索（ブーリアン検索ロジック）では、単語やコネクターを用いてフレーズやコンセプトを作成します。（例：
drug /15 test! OR screen! /10 employ!）

ユニバーサル・キャラクター（ワイルドカード）はキーワードの文字と置き換えて使用します。
キャラクター 例 説明

! litigat!と指定すれば、litigation、
litigate、litigatorを検索

語幹の後に続く文字を置き換えます。語尾に 1つだけ付けてください。

* wom*nと指定すれば、woman
やwomenを検索
bank***、bankedやbanking
を検索するがbankruptcyは検索
対象にならない

単語内の 1文字を置き換えます。1つの語で*を複数使用することができます。1文字目以外の
場所であれば、どの位置に置いてもかまいません。

コネクターはキーワード間に論理的な関係を持たせます。以下の優先順位に従って、左から右に機能します。
コネクター 例 説明
OR doctor OR physician ORで結合された単語やフレーズのいずれかが含まれているドキュメントを検索します。
/n market /5 share 前後のキーワードがn語以内の場所にあるドキュメントを検索します。

（nには 1～255の任意の数字を入れます）
/s circumstances /s mitigating 前後のキーワードが同一センテンスにあるドキュメントを検索します。

/p rule /p sanction 前後のキーワードが同一パラグラフにあるドキュメントを検索します。

AND bank! AND deregulat! ANDで結合された単語やフレーズが全て含まれているドキュメントを検索します。
PRE/n cable PRE/2tv OR television 最初の語からn語以内の場所に2番目の語が続いているドキュメントを検索します。

ヒント：/sと /pは /nと併用できません。

特殊指定コマンドを利用すれば、より正確な検索式が作成できます。
コマンド 例 説明
atleastn atleast10 (cercla) キーワード（例：CERCLA）がn回以上出てくるドキュメントを検索し、そのトピック

を広く網羅している文献を探します。nには 1～255の任意の数字を入れます。
allcaps allcaps (aids) 全て大文字の単語を指定します。（例：aidsではなくAIDS）
nocaps nocaps (aid) 全て小文字の単語を指定します。（例：AIDSではなくaids）
caps caps (jobs) 頭が大文字の単語を指定します。（例：jobs marketの jobsではなくSteve JobsのJobs）
plural plural (jobs) 複数形のみを指定します。（例：Steve JobsのJobsや jobs marketの jobs。job creation

の jobは対象外）
singular singular (job) /5 discrimination 単数形のみを指定します。

セグメントを利用すれば、ニュースのヘッドラインや判例のヘディングなど、ドキュメントの特定項目・セグメントだけを検索できます。
セグメント 例 説明
NAME name (roe AND wade) 特定の個人や事業体が当事者となっている判例を全て検索します。

WRITTENBY writtenby (scalia) 特定の裁判官が書いた判決（多数意見、同等意見、少数意見）を全て検索します。

DATE date is 3/31/2005
date bef 4/1/2005
date aft 3/30/2005
date aft 3/30/2005 AND date 
bef 7/1/2005

特定の日付（当日、またはその前後）、または特定の期間内に発行されたドキュメントを検索
します。

HEADLINE headline (oil /5 spill!) キーワードをヘッドラインに含む文献を探します。

ヒント：検索フォームのプルダウンリストにあるソースに関連したセグメントが選択できます（9ページの「基本の検索フォームを利
用」をご覧ください）。

Natural Languageを使用
Natural Language検索では、自然言語（通常の会話で用いる
ような表現）の質問やフレーズを使用します。
例：“Can employment drug screening be a contract arbitra-
tion issue?”　特定のトピックではなく概念的な問題や複雑な問
題を調査する場合、キーワードがはっきりしない場合は、自然言
語を利用しましょう。検索結果は関連性の高い順に表示されます。

検索を実行するには、以下の手順で進めます。

1. ソースを一つ（または複数）選択します。
2. オ プ シ ョ ン：“Broaden this search with additional 

sources” ヘッダーの下にあるチェックボックスのいずれか
をクリックし、それに関連するソースを選択します（このオプ
ションは全てのソースに表示されるわけではありません）。

3. 実行したい検索方式を “Terms and Connectors”、“Nat-
ural Language”、“Easy Search” のいずれかから選択し
ます。

4. キーワードを入力します（詳しくは、8ページの「Terms 
and Connectors」と上記の「Natural Language」をご覧
ください）。“Suggest terms for my search” リンクをク
リックして、追加キーワードの候補を参照することもできます。

5. 選択した検索方式に応じて、条件を追加することができます。
 - Terms and Connectors検索では、キーワードでドキュ
メントの特定項目・セグメントだけを検索し、日付で絞り
込むことができます。

 - Natural Language検索では、必須条件を指定して日付で
絞り込むことができます。

6.  Search” ボタンをクリックします。

Guided Search Formを利用
検索を実行するには、以下の手順で進めます。

1. “Search” タブのプルダウンリストから “Guided Search 
Form” を選択します。

2. 利 用したいフォ ーム（“Cases”、“Codes”、“News”、
“Company” など）を選択します。

3. 検索条件を指定します。指定する項目はフォームによって異
なります。

項目例）

 ‒キーワード
 ‒ソース（選択したソースによる）
 ‒日付
 ‒法律分野
 ‒名前

4. “Search” ボタンをクリックします。

検索フォーム

基本の検索フォームを利用
検

1

3

Easy Search™
Easy Search機能を利用すれば、キーワードを入力するだ
けですばやく検索できます。特別な検索条件（Terms and 
ConnectorsやNatural Language）は必要ありませんが、条
件を入れれば検索方式を自動的に判断して実行します。引用符を
つけてフレーズを検索することもできます。Easy Search機能
を利用すれば、最大250件のドキュメントが拡張型Cite形式で
表示され、キーワードは太字でハイライトされます。
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トピックやHeadnoteによるLexisNexis検索

Headnote によるLexisNexis検索 
判例ダイジェストを手軽に作成しましょ
う。トピックを選択してHeadnoteによ
る検索機能を利用すれば、新たな法律問
題をはじめ、あらゆるテーマに関する現行
の判例を一度にリストアップすることがで
きます。そうすれば、そのトピックについ
て、判例を深く掘り下げて検討することも
可能です。 

判例ダイジェストを作成するには、以下の
手順を実行します。 
1. “Search” タブのプルダウンリストを
クリックし、“Topic or Headnote”
リンクを選択します。

2. トピックを選択します。
 ‒ “Option 1: Find a Legal Topic”
ボックスにキーワード（例：doctrine 
of equivalents）を入力します。

 ‒ “Find” ボタンをクリックします。
 ‒トピックリストで項目（例：Ordi-
nary Skill）を選択してクリックし
ます。

 または、
 ‒ “O p t i o n  2 :  E x p l o r e  L e g a l 
Topics” ボックスの下に表示され
る40件を超えるトピックを掘り下
げながら、求める項目を指定しま
す（例：“Patent Law” をクリック
→ “Infringement Actions” を開
く → “Doctrine of Equivalents”
を開く→ “Elements” を開く→
“Ordinary Skill” を選択する）。

3. “Option 2 – Search by Head-
note”（以下の画面を参照）で検索条件
を指定します。

 ‒ “Jurisdiction” のプルダウンリス
トで管轄を指定します（例：Patent 
Cases from Federal Courts）。

 ‒日付を指定します（任意）。
4. “Retrieve All” ボタンをクリックしま
す。

4

数千もの法律トピックから選択したテーマの概要を把握し、関連する判例の注釈を検索
し、米国（連邦・州）の判例ダイジェストを作成します。

トピックによるLexisNexis検索
特定のトピックや法律分野の概要を把握する必要がありますか？トピックによる
LexisNexis検索では、必要な関連資料（判例、Matthew Bender®の文献、チェック
リスト、フォーム、LexisNexis Briefs、Pleadings & Motionsなど）を一括して検索
できます。検索フォームにソースがリストアップされたら、そのトピックが検討されて
いるということです。

一括検索するには、以下の手順を実行します。

1. “Search” タブのプルダウンリストをクリックし、“Topic or Headnote” リンク
を選択します。 

2. トピックを選択します。 
 ‒ “Option 1：Find a Legal Topic” ボックスにキーワード（ 例：doctrine 
equivalents）を入力します。

 ‒ “Find” ボタンをクリックします。 
 ‒トピックリストで項目（例：Ordinary Skill）を選択してクリックします。 
または、

 ‒ “Option 2：Explore Legal Topics” ボックスの下に表示される40件を超え
るトピックを掘り下げながら、求める項目を特定します。（例：“Patent Law” を
クリック→ “Infringement Actions” を開く→ “Doctrine of Equivalents”
を開く→ “Elements” を開く→ “Ordinary Skill” を選択する）

3. “Option 1 – Search across Sources”（以下の画面を参照）で検索条件を指定
します。 

 ‒ Jurisdiction（管轄）̶連邦、全州、特定の州などを選択します。“Select 
Multiple” リンクをクリックして、ニーズに即した複数の組み合わせを指定するこ
ともできます。

 ‒ Sources（ソース）̶ “Select Sources” ボタンをクリックし、指定したトピ
ックや管轄をもとに表示された関連資料の一覧から選択します。 

 ‒ Search Terms（キーワード、任意）̶ “Terms and Connectors” または
“Natural Language” を選択してキーワードを追加すれば、絞り込み検索ができ
ます。 

4. “Search” ボタンをクリックします。

ヒント：
lexis.comのソース選択画面では、多く
の場合、画面右側にある “Search by 
Topic or Headnote” ボックスを利用
してHeadnoteによる検索を始めること
もできます。

検索結果の確認

表示形式
Citeリストの主な表示項目：

A Overview（概要）̶事件の法的
争点の概要をまとめたもので、関連性
のあるドキュメントをすばやく見極め
るうえで役立ちます。

B Core Terms（主要キーワード）̶
事件の特徴が分かります。

C ヒット表示̶検索キーワードが含ま
れる文を表示します。

D チェックボックス̶印刷・ダウンロ
ード・FOCUS検索したい判例を選択
します。

E Shepard’s Signal̶この記号をク
リックすれば、Shepardize機能でこ
の判例を分析します。

複数のタブにまたがる結果表示

C

DD

EE

A
C

D

B

E

• Cite̶サイテーションの一覧を表示します。

• KWIC ™̶検索ワードの前後25語分をウィンドウに表示します。（テキストウィ
ンドウのサイズを変更するには、“KWIC” リンクをクリック→ “KWIC±25” リン
クをクリック→ 1～999の数字を入力→ “OK” ボタンをクリック）

• Full̶ドキュメントの全文を表示します。

• Custom̶参照したい項目（セグメント）だけを表示します。“Custom” リンク
をクリックし、表示したいセグメントを指定して、“OK” ボタンをクリックします。

複数のソースを検索した場合、その結果
はSummary Resultsページ形式で表示
され、ソース分類（判例法、法令、規則、
ニュースなど）別に最大 12のタブが開き
ます。Summary Resultsページでは以
下のような操作が可能です。

• タブ、または “Category” 列のリンク
をクリックすれば、そのカテゴリーの結
果が全て表示されます。

• “Sources” 列のリンクをクリックすれ
ば、そのソースからの結果が表示されま
す。

• カーソルをタブの赤い矢印の上に置くと、
ポップアップウィンドウが開き、そのタ
ブで利用できるドキュメント結果の分類
が表示されます。

分かりやすいナビゲーションのために、ド
キュメントを参照する際には、結果タブが
画面上部に固定されています。

複
は
さ
ニ
ま
下

•

•

•
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Related Contentの特長：

A LexisNexis Related Contentナビゲ
ーションは自動的に表示されます。

B “Case File” リンクからは、lexis.
comで利用できる関連ドキュメントの
一覧が印刷・ダウンロードできます。

B “Prior and Subsequent Pro-
ceedings” セクションでは、個別に検
索しなくても当該判例の経過が追跡で
きます。

D “Filings” セクションには当該判例に
関連する申立や訴答が表示されます。

E “Issue Analysis” セクションでは、
他にはない組み合わせの分析リソース
にアクセスできます。

F “Outline” セクションでは、当該判
例の項目を一通り紹介します。

G 左右の矢印をクリックして検索結
果の他ドキュメントを参照すれば、
Related Contentナビゲーションも
更新されて各ドキュメントの関連項目
が表示されます。

LexisNexis®関連コンテンツ

BB

DD

EE

FF

GG

A
B

C

D

E

  F 

  G 

検索結果の絞り込み
FOCUS機能で検索結果を絞り込む

ヒント：
検索結果が複数のタブにまたがって表示される場合、FOCUS検索の対象ドキュメン
トを全タブから選択することはできません。カテゴリーまたはソースを選択したうえで、
ドキュメントを指定してください。

状況によっては、FOCUS機能が利用できないことがあります（例：“Book Browse”
モード）。

FOCUS機能を利用して新たなキーワード
を追加すれば、検索結果が絞り込めます。
もとの検索内容を保持しながら該当する
ドキュメントだけを表示し、追加したキー
ワードを見やすくハイライトします。

FOCUS検索は以下の手順で実行します。
1. もとの検索結果を確認します。
（注：検索結果の中で指定したドキュメ
ントだけを対象にFOCUS検索を実行
したい場合は、画面の左側にあるチェ
ックボックスをクリックしてドキュメ
ントを指定し、画面上にある “Search 
Within” プルダウンメニュ ーから
“Selected Documents” を選択し
てください。）

2. 画面上の “FOCUS Terms” ボックス
に追加キーワードを入力します。 

3. “Go” ボタンをクリックします。

もとの検索結果に戻すには、画面上の
“Exit FOCUS ™”リンクをクリックします。

Related Content（関連コンテンツ）フレームには、参照している判例の関連ドキュ
メントがまとめて表示され、検索しなくてもすぐに確認できます。参照している判例の
付加情報が簡単に入手できるため、当該判例の影響や当該判例を支持する根拠、当該判
例に見受けられる様々な争点の影響に対する理解が深まります。Related Contentフ
レームはナビゲーションの左側に表示されます。

類似したLexisNexis Headnoteを持つ判例を検索
関連性の高いLexisNexis Headnoteを
持つ最適な判決が見つかりましたか？　
同じようなheadnoteを持つ判決が見つ
かれば、自らの事案を論証するうえで役
立ちます。こうした類似判例をすばやく
検索するには、以下の手順を実行してく
ださい。

1. 関連するheadnote の末尾に表示さ
れ た “More Like This Headnote”
リンクをクリックします。

2. 管轄（以前に検索したものがデフォルト）を選択し、（必要に応じて）日付を指定します。
3. “Search” ボタンをクリックします。
Headnoteや論考が最も近いものを最大250件検索し、関連性の高い順に表示します。

検索結果の更新
LexisNexis Alertを利用すれば、検索式を再入力しなくても検索結果が定期的に更新できます。画面右上にある “Alerts” アイコン
をクリックしてください。

LexisNexis Alert
法律、ニュース、立法・政治などの調査テ
ーマを定期的にチェックしましょう。毎月、
毎週、毎営業日、毎日、あるいは 1日に3
回といった頻度で最新情報が入手できます。
検索を実行し、検索結果を確認したら、以
下の手順に従います。

1. 検索結果画面の上部にある “Save As 
Alert” リンクをクリックすると、“Save 
LexisNexis® Alert” 画面が表示されま
す（検索結果が0件であっても検索式は
登録できます）。

2. 登録した検索式に名前を付けます。
3. 更新頻度を選択します。

 ‒毎月（日付・時間を指定）／毎週（曜日・
時間を指定）

 ‒毎営業日（1日あたり 1回／2回／3回
のいずれかを指定）

 ‒毎日（1日あたり 1回／2回／3回のい
ずれかを指定）

4. 配信方法を指定します。 
 ‒ “Online only” または “E-mail” ボタンをクリックし、対応するオプションをクリックして詳細を設定します。 
 ‒特定の頻度に対して、該当するチェックボックスを適宜選択します。新しいドキュメントがヒットしない場合はeメールで通知
する、重複するドキュメントを除く、新しいドキュメントがヒットする度にeメールで通知する。

5. “Save” ボタンをクリックします。

検索結果が更新される度に、新しい項目だけを配信・通知します。

画面右上の “Alerts” アイコン→ “Alerts” タブの順にクリックすれば、登録したLexisNexis Alert設定の一覧が表示され、そこか
ら以下が実行できます。

• 登録した検索設定を編集
• 登録した検索設定を即座に更新
• 登録した検索設定を削除
• 最新の検索結果をFOCUS機能で絞り込み検索
• 最新の検索結果、過去の検索結果を確認

ンをクリックし 対応するオプションをクリックして詳細を設定します
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Shepard’s Alerts®プログラム
対象の事案の有効性を左右する可能性のある先例、もしくは法令の有効性に影響を与え
る可能性のある審理中または最近成立した法律について、最新情報を定期的に入手しま
しょう。

1. “Set Up Shepard’s Alert” 画面（以下参照）を開きます。
 ‒ Shepard’sレポートの参照中であれば、画面上の “Save As Shepard’s Alert®”
リンクをクリックします。

 ‒画面上部の “Shepard’s” タブをクリックしてサイテーションを入力し、“Set up 
Shepard’s Alert” リンクをクリックします。

 ‒画面右上の “Alerts” アイコン→ “Shepard’s Alert” タブの順にクリックしたら、
サイテーションを入力して “Set Up” ボタンをクリックします。

2. Shepard’s Alertに名前を付けます（判例名がデフォルト）。
3. 以下のラジオボタンでモニタリング対象を指定します。

 ‒ Any Change（変更） 
 ‒New Negative Analysis（ネガティブ解析） 
 ‒Custom Settings（カスタム設定、ここをクリックすれば詳細設定メニューが開き
ます）

4. 更新頻度を指定します。
 ‒毎月（日付を指定）
 ‒隔週（曜日を指定）
 ‒毎週（曜日を指定）
 ‒毎営業日

更新の終了日を指定します。

5. “Online Only” または “E-mail” ラジオボタンをクリックして配信方法を選択しま
す（“E-mail Options” をリンクすれば、詳細設定メニューが開きます）。

6. “Continue” ボタンをクリックし、設定内容を確認したら、“Save” ボタンをクリ
ックして確定します。

検索履歴を参照
前回の検索を再実行したり、中断した検索
を再開したりするのは簡単です。画面右上
の “History” アイコンをクリックしてく
ださい。

“History” 画 面で “Recent Results”
タブを開けば、過去24時間以内の検索履
歴とその結果が表示されます。

• 列の見出しをクリックすれば、検索結果
を日付順やクライアント ID順にソート
できます。

• “View Original Results” 列の該 当
するリンクをクリックすれば、追加料
金なしで元の検索結果を参照し、Get a 
Document機能やShepard’sリクエス
トが実行できます。

• “Re-run/Edit” リンクをクリックすれ
ば、検索設定をそのまま、あるいは編
集して再実行できます。

“History” 画面の “Archived Activity”
タブを開けば、過去30日未満の検索履歴 
（検索結果は含まれません）が表示されます。

• 列の見出しをクリックすれば、検索結果
を日付順やクライアント ID順にソート
できます。

• “Re-run/Edit” リンクをクリックすれ
ば、検索設定をそのまま、あるいは編
集して再実行できます。

“Alerts” アイコン→ “Shepard’s Alert” タブの順にクリックすれば、登録した
Shepard’s Alert設定の一覧が参照できます。
• 登録した検索設定を編集
• 登録した検索設定を即座に更新
• 登録した検索設定を中止
• 最新の検索結果、過去の検索結果を確認

検索結果の出力
検索したドキュメントの右上に、以下のメニューが表示されます。

ドキュメントを印刷

印刷
1. 検索結果を確認したら、いずれかの検索結果ページで “Print” アイ
コンをクリックします。

2. “Print Documents” ポップアップメニューで、対象ドキュメント（全部または選
択）、表示形式（現在の閲覧形式がデフォルト）、二段組印刷、太字・斜体・下線の
使用、フォント、ページ区切り等を設定します。

3. “Print” ボタンをクリックします。

スピード印刷
このショートカットメニューを利用すれば、印刷手順が短縮できます。

1. 検索結果を確認したら、いずれかの検索結果ページで “FAST Print” アイコンをク
リックします。

2. LexisNexis専用プリンター、またはデフォルトに設定したプリンターの形式を選択
します。

3. “Set” ボタンをクリックします。

初期設定後に “FAST Print” を利用する場合
1. Cite形式の表示画面で “FAST Print” ボタンをクリックし、現在のページだけを印
刷するかリスト全体を印刷するかを選択します。

2. KWIC、Full、Custom形式の表示画面で “FAST Print” をクリックすれば、現在
のドキュメントを即時に印刷します。

“Print Documents” 画面で過去に指定した印刷設定（二段組印刷、太字・斜体・下
線の使用、フォント、ページ区切りなど）が “FAST Print” のデフォルト設定になります。

ドキュメントをダウンロード

1. 検 索 結 果を確 認したら、 
いずれかの検索結果ページで
“Download” アイコンをク
リックします。

2. “Download Documents” ポップア
ップメニューで、対象ドキュメント（全
部または選択）、ファイル形式、表示形
式（現在の閲覧形式がデフォルト）、二
段組印刷、太字・斜体・下線の使用、
フォント、ページ区切り等を設定します。

3. “Download” ボタンをクリックします。

ドキュメントをメール送信

1. 検 索 結 果を確 認したら、 
いずれかの検索結果ページで
“E-mail” アイコンをクリックします。

2. “E-mail Documents” ポップアップ
メニューで、メールアドレス（最大3
件）、件名、簡単なメモ、対象ドキュメ
ント（全部または選択）、表示形式（現
在の閲覧形式がデフォルト）、二段組印
刷、太字・斜体・下線の使用、フォント、
ページ区切り等を設定します。

3. “Send” ボタンをクリックします。
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